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第7８回定期大会は 2023年３月４日(土曜) に、例年どおり会
場は西部管理センター (2階職員控室)におきまして、朝9時より開会されまし
た。 昨年度と同様に、感染対策（マスク着用・YouTube配信※等）を徹底
し、参加される代議員の方々に御協力を頂く形式での「通常開催」で執り行わ
れました。
※ YouTube配信については「市従労組合員」および「関係団体」等の希望者のみ限定配信です。

参加出席者数23名 （委任状：6名）の
代議員により、2022年度一般経過報告なら

びに2023年度運動方針・会計(決算)報告等について、執行部より詳細説明
および提案をさせていただき、質疑を交えて真摯な討議によって、大会は
約１時間５０分にわたり進行され、決定した方針に基づき今後の活動を致します。
なお、今年度も来賓は祝辞(祝電)のみの紹介だけとさせて頂きました。

議長団選出では 東部環境エネルギーセンター の 早木 健 代議員 に議長を
務めて頂き、大会冒頭の挨拶では 松本執行委員長 から、コロナ禍における組合活
動については停滞気味ではありましたが、そのなかでもWeb会議（リモート会議）
の導入による効率的な執行委員会等の開催や市従労HPの活用(組合情報発信
：市従労NEWS発行等)、本定期大会においても YouTube 配信により「全員
参加型」での大会開催ができたことにも触れました。
市従労は、これまで「退職者不補充」により組合員数の減少が続いて

おり、市従労特有の課題可決を図るべく、役員体制については『現在４名
減』の少数精鋭で奮闘中であり、組合活動を日常業務の中で担うなかでの活性化(次世代育成)が図れるのか
が課題となってきます。 この情勢の中でも2023年度も引き続き、上部団体(自治労・都市清掃)役員体制で
は、松本執行委員長が「都市清掃全国幹事」「北信地連現業評議会幹事」「県本部中執(市職評幹事・現評特別幹事
ほか)」、西村副執行委員長が「県本部現評副議長」、坂下書記長が「県本部組織部長」「地連・県本部現評事務局長」
「市職評幹事」と様々な役職を担うことが決定しており、全国(県内)情勢を共有しながら議論することにより
『市従労組運動の発展』に従事しております。 なお、第77回定期大会で確認されております「市従労専従
役員」について、県本部休職専従役員の派遣輪番に基づき、翌年度から派遣することが決定しております。

石川県議会議員選挙＜４月９日（日曜）投開票＞ 打 出 きよふみ
うち で

通常開催にて真摯な討議のうえ第 78回定期大会は成立!!
202３年度の主な重要課題
【最重点課題として】
① 直営職場の維持
・各職場の業務体制および業務の検証等 ・新規採用

② 賃金水準（生涯賃金）の改善
・特殊勤務手当の現行水準維持および改善

③ 積み残し課題の解決
【重点課題として】
① 高齢期雇用施策について → ◎再任用業務の検証および新たな業務の確立
② 労働安全衛生について → ◎メンタルヘルス対策について ◎ハラスメント対策について
〔職場環境改善への取り組みとして〕
〇 今後における収集体制（コース収集が無くなること）も含めて、東西管理センター（班長級）との会議を
通じて中長期的な具体策を協議（確認）するとともに、若中年層が安心して働ける職場体制の立案・
構築に努めます。

〇 完全直営体制の維持がされている「東西環境エネルギーセンター」について、新年度も組合と管理技能長お
よび環境エネルギーセンター執行委員との『ワーキング』を開催し、中長期的な具体策を協議します。
第２号議案で『特別会計資金（闘争資金など）について（案）』が、第３号議案で『２０２３年度一般会計・

福利事業・特別会計予算について（案）』をそれぞれ提案させて頂き、参加された代議員の方々に向こう１年間の
会計予算についての確認（承認）を得ました。 有難う御座いました。

最後に、松本執行委員長から「安田 博前執行委員長からの『温かいエール』を頂き、答弁は要らないと言われましたが、
安心して65歳という年齢を迎えるためにも、あらゆることもやっていかないとならないですし、若い人達のための
希望は絶対に失わせることはあってはならないと思っております。」…と熱い想いを語った後に『団結ガンバロー!!』
で第78回定期大会は無事に閉会を迎えました。
金沢市従労組は、すべての組合員と一丸となり、本大会で確認された運動方針を基本に、全力で取り組んで行き

ます。 参加された代議員の方々には、心より感謝を申し上げます。

○新 執 行 部 役 員 体 制
執行委員長 松本由紀夫〔○現西部管理センター〕

副執行委員長 西村 一樹〔○現東部管理センター〕
書 記 長 坂下 英之〔○現東部管理センター〕
財政部長 山下 貴子〔組合書記〕
執行委員 北本 友彦〔○現西部管理センター〕
執行委員 坂下 晃〔○現東部管理センター〕
執行委員 野村 建太〔○現西部管理センター〕
執行委員 加藤 一実〔○現東部管理センター〕
執行委員 梅田 和之〔○現西部環境エネルギーセンター〕
執行委員 坪川 和生〔○現東部環境エネルギーセンター〕
執行委員 山本 哲也〔○現本庁・戸室新保埋立場〕

第78回定期大会において『意見（提案）』として出されたもの
【小倉代議員】→組織内候補擁立の件について、昨年の定期大
会で「山下貴子さん」を市議会議員に擁立ということで、断
念したかどうかを分からないまま「黒口啓一郎さん」を西部
管理に呼んで「候補です!!」という風に言われました。 その
後に、松本委員長の方から報告集会で「組合員に報告をす
るのを忘れました」と言われました。 とても残念な言い方だっ
たと思います。 組合の定期大会で決めた大事な事なのに、
残念で仕方ありません。

【小倉代議員】→決算(予算案)についての提案として「組合費を下げてはどうか!!」。
市従基金(貯まる一方：現在1300万円)や研修積立金等も充分にありますし、「ボーナス(賞与)時期の組合費の徴収
をやめてはどうか!!」。 現在1000分の12を組合費で引かれています。 市従基金は「貯めすぎても問題」であり、基
金がある間に組合費を下げてもらう提案です。

【小倉代議員】→職員数が減っているのも事実ですが、組合員の今後の生活苦を考えると少しでも工夫して頂きたい。
【安田代議員】→定年延長が65歳になり、弱中年層・高齢層を含めた職員の安心できる職場づくり（より良い職場環境）を
お願いしたい。


